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第一章 緒 言

抑 々 血 液 滴 像 法Guttadiaphotト ・・、 初 メ

Wassermann反ne.一 一一代 フ ル ベ キ 簡 軍 ナ ル徽 毒

ノ診 噺 テ 目 的 ト シ テF.Myer,W.Bierast(1927

年)(1)(2)二 依 テ 創 案 セ ラ レ 更 一、V.Schilling

(1928年){3)(4}ノ 共 同 研 究 ヲ得 テ、1928年 、 伯

林 署 學 大 會 席 上 公 表 サ レ タ ル 新 血 液 検 査 法 ナ

リ。 然 ル ニ 爾 後 、 相 踵 イ デ 汎 ク臨 躰 上 、 各 種 疾

患 二 之 ガ 慮 用 研 究 セ ラ ル ・二 及 ビ襲 二 創 案 者 等

ガ考 ヘ タ ル ガ如 ク、 本 検 査 法 ハ 掲 リ徽 毒 二封 シ

テ ノ ミ特 異 性 テ有 ス ル モ ノニ 非 ズ シ テ、 最 モ 簡

軍 二 生 盟 障 碍 テ察 知 シ得 ル 非 特 異 性 ノ検 査 法 ナ

ル コ ト閾 明 サ ル ・二 至 レ リ。 即 チ是 等 ノ業 績 テ

尋 ヌ ル ニ 、 例 之 、Mohrmann(1929年),Blut

(1929年)(5,,Sゑlen,且egstr6m(1929年)(6),

Lorenz(1929年)(7)(8),Wilke(1931年)(9),Paul

(1930年)(10),Kammitzer(1929年)(11)等 ノ諸 氏

ハ 各 種 疾 患 二就 キ 本 検 査 法 テ 試 ミ、 又 、Bruch

(1928年)(4),Pall,Lorenz(1929年){6),Doctor

(1928年)(12),Schulz(1930年)(13),Kober(1929

年)⑳ 等 ノ諸 氏 ハ 、 之 テ 傳 染 病 二慮 用 シ、 叉 金

子 、 天 笠 雨 氏(1930年)(15)ハ 癩 二試 ミ96%ノ 陽

性卒 テ得 タ リ ト報 告 シ、勝 沼 氏(1931年)ハ 脚 氣

及 ビ急 性 骨髄 性 白 血病 二就 キ、田 中 氏(1932年)

(17)ハ外科 的疾 患特 二胃癌
、 炎衝 性疾 患 、 外 傷 、

骨折 拉 二輸 血 二因 ル攣 化 二關 シMavros(1928

年1(18)ハ貧 血 特 二輪 血 二封 スル研 究 テ褒 表 セ リ。

動 物 血液 二就 テ ハ、西 野(1930)ag)、 金 子 、 天 笠

久 野 ノ諸 氏(1930年)(20)ハ 鳩 白米 病 拉 二「ヴィタ ミ

ン」B鋏 乏 症 二就 キ、 高 垣 氏(1936年)ハ 各 種 動

物 正 常 血液 二就 キ詳 細 ナ ル研 究 テ登 表 セ リ、 以

上 ノ諸 家 ノ研 究 ノ結 果 ハ 血液 滴像 法 ガ徽 毒 二特

異 性 ナ ラザ ル コ トラ立謹 セ ル トコ ロナ ル モ、 徽

毒 及 ピ結 核 ニ テ ハ診 断 上 贋 値 アル コ トテ是 認 セ

ラ レ、特 二結 核 診 断 上漸 ク着 目 セ ラル ・二至 レ

リ。

本 法 テ以 テ結 核 ノ 診 断 一 慮 用 シ タ ル 學 者 二

Schilling,Bruch(4),Schaene⑳,Scheele(22》,

Wilke〔9),Opiz・KrUger(23),Mavros(18〕,柴 田(24b、

柴 田 一 岡 田一 林(25)、長 嶋 、 本 郷 、 伊 東(2鯛 、 勝

沼く16×28×29)高垣 氏(14)、橋 本 氏㈹ 等 ア リ、 是 等 諸 氏
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ノ研究二糠 レバ、本検査法ハ肺結核 ノ病症 ノ輕

重 ト略 篭一致 スルモ ノナリトセラレ、勝沼氏ハ

重症肺結核 二於 テハ赤血球沈降速度ガ却テ遅延

スル ト同 ジク、本法 モ亦其陽性度ラ減 ジ、次二

來ルベキ死二封 スル豫後 テ明示スルモ ノナ リト

謂ヘリ。栃テ血液滴像法ハ其他 ノ臨躰所見、検

査法 ト併用 シツ ・経過 テ追 ヒテ観察 スレバ肺結

核 ノ診断上及 ピ豫後判定上二償値 アルモノナル

コトハ既 二諸家 ノ見解 ノー一致 スル トコロニシテ

敢 テ余 ノ蛇足 テ加 フルテ要セズ。

然 レドモ本法 二使用 スルGuttadiaphot試 験紙

ノ・掲逸國BraαmSchweige市GroBhandlung

DiedBuschmannノ 專費特許品ニシテ其償格

廉 カラズ(邦贋約70銭 内外)ニ シテ到底一般臨

1休上二普 ク使用 スルニ適 セズ加之、勝沼、長嶋

本郷、高垣等諸氏 ノ實験成績 二嫁 レバ本邦夏季

二於ケル高 キ温度及 ビ漁度 ハ滴像 二封 シテ影響

シ其陽性牽 テ減 ジ成績判定上過誤 テ來 シ易キテ

訣貼 トセラル。偶々昭和9年 以來、勝沼教授指

導 ノ下二掲特 ノ色素及 ビ邦産紙 テ以テ改良 セラ

レタル モ ノ「血 液 滴 映 像 試 験 紙 」 ト命 名 ノ上 、 東

京 金原 商 店 ヨ リ登 費 サ ル ・至 レ リ.而 シテ此 ノ

試 験 紙 ノ特 徴 トシテ、 本 邦 夏 季 二於 ケ ル高 キ氣

温 及 ビ氣 漁 系影 響 サ ル ・コ ト砂 ク、 良 ク滴 像 出

現 スル モ ノナ リ ト唱 ヘ ラル。 又 償 格 ニ ア リテ モ

原 法 試 験 紙 ノ約 ヲ3ニ シテ、 果 シテ氣 温 等 ノ影

響 テ受 ケザ ル モ ノ トス レバ診 断 上 、 原 法 二比 シ

テー 層 ノ正 鵠 テ期 待 シ得 ベ ク、 償 格 二於 テ モー

般 臨林 上磨 用 ノ可 能 性 テ有 スル モ ノナ ル ベ シ。

余 ハF.Myer,W.Bierast,V.Schilling/

Guttadiaphot試 験 紙 テ伯 林 、 島 津 製 作 所 支 店

テ経 テ入 手 シ得 タル ヲ以 テ、 諸 家 ノ膜 尾 二附 シ

テ結 核 二封 シテ之 ガ追 試 テ行 ヒ、 併 セテ 國産 血

液 滴 映 像 試 験 紙 ラモ使 用 シ、 且 ツ是 等 ト赤 血球

沈 降 反 慮 、 胸 部 「レ ン トゲ ン」撮 影 所 見 、 胸 部 理

學 的所 見 、 白血 球 像 特 二Arneth氏 ノ核 移動 ト

ノ關係 ヲ彼 此 封 照 シテ雨 試 験 紙 ノ優 劣 二就 キ比

較 研 究 テ企 テ、 弦 二其 ノ成 績 ノー 端 ラ報 告 セム

ト ス 。

第二章 血液滴像法概説

第 一 節 血 液 滴 像 試 験 紙(Myer

Bierast,Schilling氏 二 就 テ)

F.Myer,W.Bierast,V.Schilling氏 血 液 滴

像 試 験 紙 ハ前 述 ノ如 ク專 費特 許 品 ニ シテ、 其 原

料 タル紙 質 、 色 素 及 ビ其 ノ混 合 ノ割 合 拉 二溶 媒

二關 シテ ハ之 ヲ明 カ ニ スル コ ト能 ハ ズ
。 然 レ ド

モ之 テ 推 測 ス ル ニ、 或 ル濾 紙 二、SudamIII

MalachtgrUn.Methylenblau.Nilblausulfat等

ノ色 素 ラ或 ル溶 媒 テ以 テー 定 ノ割 合 二溶 解 シテ

吸 牧 セ シメ製 シタル モ ノ ・如 シ。

即 チ1・ 赤 、PompijanischRot.II.淡 緑 、

且ellgrUnIII.藍i,PreussischBlauod.

Tiefblau.ノ 三色 濾 紙 トナ シ、 之 テ2.5cm.李

方 ノ大 サニ切 リタル モ ノテ部 厚 ハ 「バ ツ フ」紙 枠

二張 リタル モ ノ ナ リ。

(1)使 用基 。 原 著 者 二糠 レバ、乾 燥 セル注 射 器

テ以 テ、 被 検 者 ノ肘 静 脈 ヨ リ可及 的鯵 血 テ避 ケ

約0.5c.c.テ 探 血 シ、 之 テ豫 メ水 卒 二保 持 セル試

験 紙 上 一2-3滴 テ滴 下 シテ6-10時 間 静 置 シ

テ乾 燥 セ シメ タノk後、 絵 リ強 カラ ザ ル透過 光線

ヲ以 テ透 見 シ又 ハ投 射 光線 ヲ以 テ傍 見 シ、後 述 ス

ル如 キ滴 像 ノ造 構 ノ各 部 二亙 ツ テ詳 細 二観 察 シ

判 定 スル モ ノ トス.此 判 定 ノタ メ ニ ハ滴 像 試 験

紙 ラ磨 硝 子憲 テ通 シテ射 入 スル 光線 ニ テ透 見 ス

ル カ或 ハ電 燈 下 二透 見 ス、 又 後 面 二電燈 テ貼 ジ

前 面 ニハ乳 白 色硝 子 テ以 テ張 リタル特 別 ノ暗 箱

テ作 リ其 前 面 二試 験 紙 ラ持 チ來 ツ テ透 見 ス ル テ

便 トス。 又GuttadiascaBナ ル特 別 ノ装 置 ア リ、

余 ハ 「レ ン トゲ ン・フ イル ム」観 察 箱 ノ乳 白硝 子

ノ前 面 二、 試 験 紙 大 二窓 テ切 抜 キ タ ル 「ボ ー ル」

紙 テ貼 付 シテ、 此 憲 二試 験 紙 テ描 入 シ テ検 査 ス

ル方 法 ラ案 出 セ リ。 而 シ テ之 二用 フル電 燈 ハ光

力 鹸 リニ張 カ ラザ ル コ ト、 検 査 室 モ亦 絵 リニ明

'ル カ ラザ ル テ可 トス
、特 二注 意 テ要 ス ル ハ 皿濾
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紙 ハ透 過 光 線 二 依 ル ヨ リモ投 射 光線 ラ以 テ親 察

ス ル テ必要 トス。 何 トナ レバ 皿濾 紙 ニ ア リテハ

次 二述 ブ ル ガ如 キ色 素 ノ邊 縁 集 合Randansam-

melungdesFarbstoff・ 、投 射 光線 テ以 テ ノ ミ

明 瞭 二見得 キ モ ノ ナ レバ ナ リ。

《2)滴 豫 ノ造 構 及 ビ判 定 方 法 。 試 験 紙 上 二滴 下

サ レ乾 燥 シ タル血 液 滴 像 ハ大 約次 ノ3部 分 カ ラ

形 成 サ ル ・モ ノナ リ。

(a)滴 像 ノ外 縁 テ 形 成 ス ル 部 分 。 之 テ邊 縁線

Randlinie.ト 云 ヒ、(b)滴 像 カ ラ邊 縁 線 テ除 イ

タ滴 像 ノ大 部 分 テ占 ムル部 分 。 之 テ血斑 面 ノ像

ト云 ヒ、(c)強 度 陽性 ノ場 合 二邊 縁 線 ト血斑 面

トノ中 間 二出 現 スル 中 間層 ノ3部 分 カ ラ成 ル。

而 シテ滴 像 成績 ノ判 定 ニ アタ リテ ハ、 是 等 各部

分 二現 ハ レ タル攣 化 テ詳 細 二観 察 シテ決 定 ス ル

モ ノ トス。 之 ガ判 定 方 法 ニ モ次 ノ2方 法 ア リ.

① 強 陽 性 、陽 性 、 陰 性 ト簡 軍 二判 定 ズ ル方 法及

ピ② 科 學 的 詳 細 二記 載 ス ル方 法(Wissenschaftl-

'icheBeschreibungnachSchilling)ア リ
。

① ノ簡 輩 ナ ル判 定 方法 ハ1.赤 色 濾 紙 ノ滴 像 テ

以 テ判 定 上 ノ基 準 トナ スモ ノナ リ.

1.二 於 ケル滴 像 ハ健 康 人 一 ア リテハ均 等 二濃褐

色 テ呈 シ、 此 ノ周 園 ニ ハ必 ズ赤 褐 色 ノ邊 縁 線 存

在 シ之 ガ 中断 ス ル コ トナ シ。 時 トシテ、 滴 像 ノ

邊 縁 テ輪 状 二園 続 シテ彊 ク光 リ輝 ク部 分 、 即 チ

光輪Koronaテ 生 ズ ル コ トア レ ドモ 、 其外 方

二必 ズ邊 縁 線 ノ存 在 ス ル テ常 トス。

ll.二於 ケル淡 緑 色 濾 紙 ノ滴 像 ハ、 健 康 人 ニ テハ

ZF等 二褐 色 ラ呈 シ濃淡 テ認 メズ。 邊 縁 線 ハ1.

一比 シテ明瞭 ナ ラザ ル モ周 園 二封 スル境 界 ハ 明

確 ナ リ.之 テ陰 性 トス、 若 シ滴 像 ガ平 等 二淡 ク

或 ハ濃 淡 テ生 ジ、 周 園 二邊 縁 線 デ訣 ケル 光輪 ノ

アル場 合、 滴 像 ノ周 園 二 色 素 ノ遊 離 輪freie

Ring.ノ 生 ズ ル場 合 テ陽 性 トス。

皿.藍 色濾 紙 ノ滴 像 ハ、 健 康 人 ニ テ ハ 皿.二於 ケ

ル如 ク邊 縁 線 ハ著 明 ナ ラザ ル コ トアル モ、 滴 像

ハ卒 等 二藍 赤 色 テ呈 シ
、 又 色 素 ガ血 液 二溶 ケテ

像 ノ周 園 二集 合 ス ル コ トナ シ、 若 シ滴 像 ガZF一等

一=淡 ク叉 ハ色 素 ガ滴 豫 ノ璋i界 ラ超 ヘ テ邊 縁 集 合

アル揚 合 ヲ陽 性 トス。

要 之 、1.ハ 邊 縁 線 及 ビ光輪 ノ有 無 ノ判 断 二適 シ

皿.ハ滴 像 ノ濃 淡 及 ピ遊 離 セ ル色 素 輪Z有 無 ノ判

断 二適 シ、 皿.ハ色素 ノ邊 縁 集 合 及 ビ遊 雌 輪 ノ有

無 ノ判 断 二適 ス。 是 等 各 試 験 紙 毎 二現 ハ レタル

滴 像 造 構 及 ピ其 ノ攣 化 ノ諸 鮎 ラ観 察 シ、 強 陽 性

陽 性 、 陰 性 ト判 定 スル モ ノナ リ。

② ノ科 學 的 詳 細 二記 載 スル 、ケ法 ハV.Schilling

氏 ノ唱 導(1928年)ニ シテ次 ノ如 キ記 號 テ以 テ表

示 ス.

試 験 紙 ノ赤 、 淡 緑 、 藍 ラ夫 々1.皿.皿.ト ナ ス。

滴 像 ノ攣 化 二就 キ、(i)邊 縁 線 ラ訣 キ、 且 ツ光

輪 ラモ訣 ク像 テaナ ル符 號 テ附 シ、 邊 縁 線 ハ存

ス ル モ所 々 二中断 スル像 テ(a)ト ス。(ii)光 輪

ア ル モ其 周 園 二邊縁 線 テ訣 ク像 テbト シ、 邊 縁

線 アル モ所 々=中 断 スル モ ノテ(b)ト ス。(iii)

滴 像 ノ所 々 二濃 淡 アル カ或 ハ李 等 二薄 キ カ又 ハ

「ヘ モ グ ロ ビ ン」色 調 二攣 化 アル モ ノテcト シ
、

其 程 度 ノ弱 キ モ ノ テ(C)ト ス。(iv)色 素 ノ邊 縁

集 合 アル モ ノ テdト シ、 其 程 度 ノ弱 キ モ ノ テ

(d)ト ス、 之 レ 皿.二於 テ著 明 ナ リ。(V)色 素 ノ

遊 離 輪 アル モ ノ テ(e)ト ス。 此 遊 離 輪 ノ色 調 ハ

1・ ニ テ ハ赤 色 、 皿・ニ テ ハ黄 緑 色 、m.ニ テ ハ緑

色 乃 至 赤 色 ナ リ。 斯 ノ如 キ記 號 テ定 メ滴 像 二現

ハ レタ ル攣 化 テ+テ 以 テ結 ピ付 ケ テ表 ハ ス モ ノ

トス。 例 之 、1.b十c.∬.b十c.皿.a十c十d.1ト

ァ レバ、1・ 皿.試 験 紙 ニ テ ハ邊 縁 線 テ訣 ク光 輪

ア リ(b)、 且 ツ滴 像 ノ色 調 ハ濃 淡 アル カ、 牛 等

二淡 キ コ ト(c)テ 表 ハ シ、ll.試 験 紙 ニテ ハ 邊 縁

線 テ鋏 キ(a)滴 像 色 調 ガ淡 キ カ或 ハ 濃 淡 ア リ

(c)且 ツ色 素 ノ邊 縁 集 合 アル(d)テ 表 ハ ス モ ノ

ナ リ。 特 二攣 化 ノ著 シキ モ ノハb.cノ 如 クー

線 テ記 號 ノ下 二引 キ テ之 テ表 ハ ス。V.Schilling,

R・Bruch(1928年)二 從 ヘ バ 判 定標 準次 ノ 如

シ。

陰 性(一)

1・bis.a.皿.c.od(c).皿.bis(d>od.

(c+d)

弱 陽:性 く十)
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1.∫禦)1忌

中等度陽性(伸

1.b十c

ll・{ll■鹸‡&

d十C
d

+

十

c
d

b

e

a

ー
皿

C十

a

b

b-L
張 度 陽 性(冊)

1・b+c+ell・{1:1
柁 匹{騰1+(e)

第 二節 血液 滴 映像 試験 紙

(勝沼 氏)二 就 テ

弦 二血液滴映像試験紙 ト稻スルハ血液滴像法試

験紙 トシテ、勝沼教授ガ掲特 ノ色素及 ビ國産紙

テ以テ考案改良 セルモノテ謂 フ(以 下勝沼法 ト

樗 ス)。本試験紙ハF.Myer,W.Bierast,V.

Schilling氏 等 ノ試験紙(以 下原法 ト構 ス)ト其

構造略1類 似 スルモ、厚紙 ノ枠 二1黄 、皿緑、

皿紫、IV赤 、V青 ノ五色試験紙 テ固定 シアリ前

者 ト異 ルハ各試験紙間ガ完全二隔離 サレ隣接試

験 紙 ノ滴 像 ガ相 互 融 合 シテ刹 定 テ困 難 ナ ラ シメ

ル コ トテ避 ケ タル コ ト ・、 試 験 紙 撒 テ原 法 ノ3

種 二封 シテ本 法 ハ5種 ト シ特 有 ノ攣 化 テ多 カ ラ

シメ テ滴 像 ノ鑑 別 判 定 テ精 細 ナ ラ シ メ タル ニ ア

リ∩

(1)使 用 法 。 ス ベ テ原 法 ト同 シ。

(2)滴 像 ノ造 構 及 ビ判 定 方法 。 滴 像 ノ造 構 モ亦

原 法 二同 ジ。

刹 定 方 法 ハ、 滴 像 ノ邊 縁 線 テ鋏 如 セ ル場 合 テa

トシ之 二光輪 ラ加 ヘ タ ル モ ノ テbト シ、 血 斑 面

均 等 二淡 キ カ、 濃淡 アル場 合(血 斑 面 陽 性)テC

トシ、 色 素 ノ邊 縁 集 合 ノ出 現 スル場 合 テdト シ

遊 離 環 テ生 ジ、 中 間層 テ生 ズ ル モ ノテeト ス、

而 シテ是 等 ノ所 見 中 、輕 度 ナ ル モ ノテ(a)(b)

(c)ノ 如 ク記 載 シ、 又 著 明 二現 ハ レタ ル モ ノハ

d.eノ 如 グー ノ符 號 テ以 テ表 ハ ス。例 ヘ バ(a)

ハ 邊 縁 線 所 々 二訣 如 スル 場 合(b)ハ 之 二光 輪

テ加 ヘ タル モ ノナ リ、 此 外 、 滴 像 ノ形 状 ガ凹 凸

少 ク圓 ノモ ノ テr(Rundlich)波1伏 テ呈 スル モ ノ

又 ・・鋸 歯 歌 テ呈 ス ル モ ノ テw(Wellig)ナ ル記 號

テ以 テ表 ハ ス。

　撫
難
灘
灘

第
響

鵬

灘

㍍

第
罐

幾

総

∴
羅
礁
驚
慰
騰鑛

合 的 所 見 ト滴 像 成 績 トテ比 較 封 照 シテ研 究 テ行

ピ タ リ。

赤 血 球 沈 降 反 慮(以 下 赤 沈 反 慮 ト略 構 ス)ハ

Westergrenu・Katz.ノ 法 式 二從 ヒ、 且 ツ外 氣

温 ノ影 響 ラ避 クル タ メ30。Cノ 恒 温 装 置 テ以 テ

測 定 シ其 中等 慣(中 間 値)テ 求 メ タ リ。Arneth

核 移 動 ハSchilling氏 ノ 且aemogramテ 探 用

シ、M十J十Stノ 総 撒 テ以 テ表 ハ セ リ。

滴 像 判 定 二就 テ ハ概 ネ次 ノ如 ク判 定 セ リ。 即 チ

同一 血液 ニ ア リテ モ各 試 験 紙 毎 二滴像 ノ色 調、

遊 離 輪 、 光輪 等 ノ出現 度 二差 異 アル ハ 前述 ノ姐

ク ニ シテ、 原 法 ニ ア リテ ハ3紙 、 勝 沼 法 ニ ア リ

テ ハ5紙 個 々 二就 キ滴 像 ラ詳 細 二観 察 シ、各 紙 、

毎 二科 學 的 詳 細 ナル記 載 法 テ以 テ記 入 シ是 等 テ

綜 合 シ次 ノ基 準 テ以 テ判 定 テ行 ピ タ リ。

陰 性(一)原 法 及 勝 沼 法 、 全 試 験 紙(一 ン
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疑 反 慮(±)

弱 陽 性(+)

ナ ル モ ノ

原 法 及 勝 沼 法 、 全 試 験 紙(±)

ナ ル モ ノ

原 法1紙 、 勝 沼 法2紙 迄(+)

ナ ル モ ノ

原 注 及 勝 沼 法、 全:試験 紙(+)

ナ ル モ ノ

原 法1紙 、 勝 沼 法2紙 迄(十D

ナ ル モ ノ

中等度陽性(十)

強 陽 性(帯)

原法及勝沼法、全試験紙(十D

ナルモノ

原注1紙 、勝沼法2紙(惜)ナ

ノレモ ノ

原法及 ピ勝沼法、全紙1帯)ナ

ノレモ ノ

原 法2紙 、勝 沼 法3紙 迄(帯 〉

ナ ル モ ノ

第四章 實駿成績

第 一 節 血 液 滴 像 法 ノ成 績 及 ビ概 括

余 ハ70例 二就 テ、 原 法 及 ビ勝 沼 法 血 液 滴 像 テ

検 査 シ次 ノ如 キ成績 テ得 タ リ。 原 法 、陰 性15

例.21.43%、 陽 性55例 、78.57%(弱 陽 性24

例 、34.29%、 中等 度 陽 性27例 、38.57%、 強

陽性 、5.71%)二 封 シ テ 勝 沼 法 、 陰 性10例 、

14.29%,陽 性60例 、85.71%(弱 陽性21例 、

30.000,中 等 度 陽 性26例 、37.14%、 強 陽 性

13{列 、18.57%)ナ リ。

是 等 ノ成績 ト赤 沈 反 慮 、 白血 球 像 特 三核 移 動 、

胸 部 「レ」線 所 見 、 病 型 及 ビ病 症 等 ノ關 係 二就 テ

ハ以 下逐 次 述 ブル トコ ロ ア ラ ン トス ル モ、 之 テ

概 括 スル ニ第1表 ノ如 シ。

第1表 血液滴像成績 ト其他所 見 トノ關係 ノ概括

例

號

病

番

1

2

3

4

5

6

7

8

姓名

91■

魏

僻
個D
㎜

齢

及

性

年

45♂6

32♂

23♀

22♂

48舎

23♀

32♀

24舎

24♂ ・

20

37

2

2

22

82

33

6

血液滴像

(氣温Cつ)

原法勝沼法

(23)

十 十

(24)

十十 十十

(28)
十十 十

(14)
十十 十

(20)
十十 十

(15)
十十 十十

(26)
十十 柵

白 血 球 像

L. 竃

四
22・518・5

13.5

12.5

27.0

26.0

11.5

5.5

葎21福'・1・ ・

(29)
十 十十

27.0

10.0

6.5

4.0

4.0

6.5

7.5

8.0

10.0

N.

M.IJ.St.S.

1.5

3.2

2.0

7.5

2.0

6.5

12.0

18.5

6.0

3.0

27.0

30.0

14.5

7.0

59.0

62.0

56.5

59.0

65.0

51.5

59.5

64.5

54.0

B.

0.3

LO

E.

4.5

1.0

2.5

3.0

2.0

1.5

N:L

2.91

5.59

6.26

2.41

2.61

7.00

15.84

7.18

2.41

胸 部 「レ ン トゲ ン」

所 見

右肺野均等薄陽、右肺門部
増殖型陰影、肺紋理増強

右鎖骨下部鶏卵大滲出型陰
影(約3ケ 月後消失セリ)雨
肺門部陰影振大ス

雨肺門部滲出型陰影

右肺門部増殖型陰影、右肺
下野石灰化竈アリ、右肋膜
肥厚

右肺下野堆殖型陰影、左肺
中野小豆大石灰化竈アリ

右肺上葉滲出型陰影、左肺
混合型陰影(人 工気胸療法
中)

右腕上葉滲出型陰影、右肺
下野及左肺全野二五テ混合
型陰影(条喉頭結核、死亡)

右鎖骨下滲出型陰影、右肺
門陰影振大、左肺下野墳殖
型及混合型陰影

雨肺門部陰影稚 く披大ス

耀
及
継

増殖型
軽 症

滲出型
中等症

滲出型
中等症

増殖型
軽 症

増殖刑
軽 症

混合型
重 症

混合型
重 症

混合型
中等症

培殖型
軽 症



414 渡部=肺 結核診断二野スル血液滴像法ノ研究補遺 【第15巻

10

11

12

13

1蛋

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

26a

38♂

32a

21・♀

32♂

20♀

26♂

24♂

27舎

23♂

46♂

29♂

47♂

28♂

21♂

52♂

24♂

24♂

25♂

30♂

26♀

15♂

24♂

23♀

16舎

9

51

66

46

12

10

24

12

13

6

79

24

137

25

9

(20)・
十十 十

(21)

十 帯

(25)
柵 柵

(28)

十 十十

(20)

十 十

(28)

十 十

(22)

十十rH・

(18)

十 十

(28)

十 十十

(17)
十 十

(28)

十 十十

(24)

十干 十

(30)
十 十十

(28)
十十 十十

25.5

15.5

7.5

9.5

27.5

25.0

18.5

27.0

21.5

28.5

8.5

22.0

9.5

21.5

≠28㍉26・ ・

3・1≠23智
_i.__

60

50

76

7・

77

25

33

41

17

(26)
十十 十十

(28)
十 十

18.0

7.5

12.5

(28)11
.5十十 十十

≦29㍉27・5

(25)
柵 帯

(22)
十← 十十

(23)
十 十十

(28)
十十 柵

(28)

十 十

7.5

15.5

4.5

3.5

8.0

6.0

3.5

3,5

6.5

3.5

5.5

3.5

8.5

8.0

10.0

4.0

3.0

5.5

11.5

9.0

10.0

3.0

11.0

8.5

20.57.5

15'.5

22.5

3.5

7.0

2.0

2.0

2.5

2.0

56.5

25.052.0

1.532、049。5

2.065.0

53.5

60.0

3.060.0

58.0

2.559.0

56.5

3.054.5

13.553.5

5.031.542.0

1.015.057.5

8.065.0

2.514.558.0

3.518.059.5

3.017.558.0

3.524.048.2

7.558.5

4.026.548.5

0.516.058.5

3.512.055.0

18.551.8

9.557.5

0.5

0.5

0.5

0.3

0.5

0.2

0.5

3.0

1.0

1.5

1.0

3.0

3.0

3.5

1.0

1.0

3.0

1.0

2.0

3.0

3.0

0.5

1.0

1.5

0.5

3.0

2.62
左肺尖部堵殖型陰影、左肺
野均等性薄騎、雨肺門部橿大
、特二左肺門著明

増殖型
輕 症

5.13 右肺全野滲出型陰影
滲出型
中等症

11.07 右姉 上、 中野滲 出型陰影、
ソ ノ中心 ニ一銭 銅貨 大空洞

滲出型
重 症

8.79 雨肺門部滲出型陰影(余結
核性腹膜炎)

滲出型重
症

2.40 左鎖骨下主膳殖型陰影、右
肺門部陰影振大

増殖型
軽 症

左腕下野稽 暗 シ(左 肋膜肥
2.74厚)、 右腕 下野大豆大石灰化

像

陳奮性
肋膜炎
輕 症

3.90
右肺尖 部 ヨ リ第4肋 間二五
テ滲 出型 陰影、左肺門部 二

近 〃鶏卵 大浸 潤像 ア リ

滲出型
中等症

2.46 右肺上葉墳殖型陰影 培殖型
軽 症

3.35 雨肺門部培殖型陰影、肺絞
理稚 く壇強

墳殖型
輕 症

2.35

雨肺中野増殖:型陰影、右腕
下野石灰化竈 アリ(人工気
胸療法後)

一

墳殖魎輕 撰

9.71 左肺門部鶏卵大滲出型陰影
右腕下野培殖型陰影

混合璽中
等症

3.02 雨肺門部陰影振大、右肺尖
部培殖型陰影

墳殖塑
輕 症

8.47 左腕上葉滲出型陰影、有漏
性肋膜炎、葉間腓脂形成ス

滲出型
重 症

3.42 左肺 門部鷲卵大、.之ト野稗
二右 肺門鶏卵大滲 出型陰影

滲出型
中等症

2.62 雨肺門部壇殖:型陰影、右肺
下野初期墾化群アリ

壇殖型
軽 症

4.06 右肺尖部培殖型陰影 壇殖型
軽 症

10.80 雨跡全葉混合型陰影 混合型重 症

6.28 右肺全葉滲出型陰影 滲出型
重 症

7.07
左肺全葉混合型 陰影 、右4
-5肋 間、約2銭 銅貨大空
洞及 ピ英風 国浸潤 像 ア リ

混合型
重 症

2.44 左腕下野培殖型陰影、雨肺
門部陰影披大

培殖型
軽 症

10.80 雨肺混合型陰影(兼結核性
腹膜炎)

混合型
重 症

4.84
左腕中及下野暗陰影(漁 性
肋膜炎2右 氣管枝周園淋巴
腺腫脹

滲出型
中等症

3.44 肺門都南極性浸潤、左腕一

般 二稚 く暗 シ、肺紋理著 明

混合型
中等症

5.18 右肺中野滲出型陰影(妊 娠
3ケ 月)

滲出型
中等症

3.00
右肺中、下野暗シ(右肋膜肥
厚及癒着)雨 肺門部陰影櫨
大

右漁性
肋膜炎
軽 症
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35

-

36

■ 17♂ ユ0

-

26

-

5

(28)

十 十} 121あ
4.5

…_ 『

2.0

一

10.0 58.5 1.0 4.5

-

2.0
9

3.25 雨跡門部陰影損大,
増殖型
軽 症

■
一

21♀

・_

25♂

一

23♂

一
23♂

ぐ28)
十十 十十

一

15.5

-

28.5

-

27.5

9.5

-

6.5

-

4.5

一

15.0

砺
一

5.5

蕊
一

8.5

56.0

-

58.5

-

61.〇

一
60.5

一

一

〇.5

4.71
右腕中野肺門部三近ク空豆
大石灰化臨 其ノ周園浸潤
左腕中野堵殖型陰影

混合型
中等症

37 ■" 〈15>
一 ■■■■■

2.0 2.21 雨肺門部石灰化像、肺絞理
増強

増殖型
軽 症

38 ■ 5

-r

3

-

11

(f5)
一 十

一

一

一

一

1.5

一

一

一

3.5

1.0

-

2.5

-

3.0

-

2.7

2.31
右肺培殖型陰瓢 左肺葉3
肋間胸骨二近〃鷲卵大滲出
型陰影(人工気胸療法中)

混合型
軽 症

39 ■ (18)
■■国■■9一 23.5

-

28.5

6.5

-

3.5

-

6.8

蟻

一

一

一

一

一

一
〇.5 2.85 右肺門部陰影擾大、右氣管枝周園淋巴腺腫脹石灰化像増殖型

輕 症

1

40 ■ 20♂

一

19♂

一
25♂

(18)
十 十

一
56.5

一

一

〇.7

一

2.28 右肺門部陰影振大、左肺葉5
肋間二類豆大滲出型陰影

混合型
軽 症

41 ■ 3 (ユ8)
一 十 26.5

一

9.5

一

52.3

-

55.5

2.42
全肺二五テ増殖型陰瓢 右
氣管枝周園淋巴腺灰化像肺
絞理一般二培弧ス

増殖型
輕 症

42 ■ 14 (18)
一'十 30.0 5.0

一

7.5 2.0 2.10 雨肺尖部増殖型陰影.雨 肺
門部陰影振大

増殖型
輕 症

43 ■ 41合

一

42♂

一
37♂

一

27♂

■
47

1

_

32

(15)
一 一 30.5 4.5

-

5.3

-

10.5

5.0 56.0 璽

一

一

璽
1.5

一

一

2.00 右心第1弓 稚 く披 大

'

健 康

44

不
一

46

■ (20)
十十 ・柵

10.6

-

10.5

一

16.6

-

21.0

一

62.5

-

54.5

7.79
右鎖骨下 ヨ リ第5肋 間 二亙 」
テ滲 出型 陰影、 左肺全 葉滲

出型陰影

滲出型重
症

■ (18)
十十 十十

一

3.5 7.52 再肺門部滲出型陰影
滲出型
中 等

■ 49

-

84

_.い

79

-

26

-

16

-

69

-

25

-

3

.γ

(20)
1十十 柵 9.5 7.6

一

一

6.0

-

5.0

20.5

-

17.5

56.4

-

57.5

8.73
右肺尖 部 ヨ リ第2肋 間 二五
テ滲出型陰影、左肺門部滲

出型陰影

滲出型
重 症

47 ■ 26♀ (20)ご

十十 ・冊
10.5

一一.一

6.5

-

15.5

8.5
-

7.5

1.0

一 一

一

〇.5

-

2.5

一

、

一 閲

2.0

一.

2.〇

一

3.5

-

0.3

一

璽
2.5・

一

5.0

7.57 右肺魚管枝周園淋巴腺腫脹
左腕滲出型及ビ塙殖型陰影

混合型
中 等

一

3.0 27.5 55.5

-

58.0

-

60.5

π

60.0

-

62.0

-

60.5

-

58.7

-

59.5

-

58.2

一

一

一

一

〇.5

一

一

〇.3

,一

一

〇.3

13.23 左肺全野滲出型陰影
滲出型
重 症48 ■ 20♂ (17)

帯 帯

18.5

-

13.5

-

18.0

-

10.5

-

4.0

-

5.5

_一

10.7

-

4.5

-

7.5

5.13
右肺門部増殖型陰影、初期攣
化臨 左腕中野滲出型陰

影、左肋膜肥厚

混合型
中等獲149

、一

里
51

■ 26♂

一
29舎

一

32合

一

24♀

一

48♂

一

20♀
一
38♀
一
36♂

(20)

十十 十十
4.5

-

5.0

-

9.0

1.Ol

一

一

2.0

一

一

2.0
ヒ
一

一

3.0

一

一

一

■ (24)

十十 十十
4.00 ホ肺下野増殖型陰影、右肋

膜癒著、雨肺門部陰影損大
培殖型
輕 祉

■ (22)
斗十 十腸

11.13
雨肺尖 部増殖 型陰影.右 腕
中野滲 出型陰影(余 腎臓結

、.核)

混合型
中等症

5.03

一 一6一 一

轟轟離 離 鍛
肋膜炎再獲前1ケ月撮影)

滲出型
中等症52

畜

冨

■ (18)

十 十
14.5

-
2右.5

-

26.5

-

18.5

-

29.0

一 一■

25.0

10.5

-

6.0

-

5.5

-

7.5

2.47 右腕下野、肺絞 理 塘 強(自
他箆症 ナ シ)

健 日康(18)
■■画■瞳 一■

■ 6

-

21

(18)
一 一

2.42 右肺 門部増殖型 陰影(自 、他
発症 ナ ジ)

健 康

1.5

一
2.0

一

一

3.98 左腕 培箱 型陰影(左 肺骨 「カ
リエス」手術後約5年)

増殖型
中等症55 ■ (16)

十 十 一
5.5

-

3.0

-

4.5

一

一

一

2.13 雨肺 門部 増殖型陰影(自 、他

愛症 ナ シ)
健康56 ■ 2

一 一

5

-

10

(13)
一 ●■■圃畠 一

62.0

一

一
2.78 雨肺門部陰影損大、雨肺下

野場殖型陰影
増殖型
輕 型57 ■ 33合

一

25♀

(20)
一一 十

8.0 62.5 3.52

1

佐 肺 下野増殖 性 陰 影(肋 膜
,肥厚)、

増殖型
1軽 症58

も

■
一

(19)
十 十十

20.0
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59■21♂

60■26♂

61■16b

62■30♀

63■40♂

64■24♂

65'■23♂

66■36♂

67■23♂

68■28♀

69■26♂

70■20♀

63

10

6

36

20

16

11

一

6

ハb

輪

尺
U

14

一

13

(13)

十十 十H・

(13)
十十 十十

(20)

(20)

帯 ・ 十H・

(20)

十十 十}

(22)

(22)

(18)
十十 十十

(18)

(22)

十 十十

(22)

十 十卜

(22)
十 十十

12.5

25,5

28.5

12.5

17.5

23.5

26.0

23.5

28.5

21.0

20.0

21.5

7.5

6.5

6.5

4.5

7.0

5.5

4.5

6.5

5.5

6.0

7.5

4.5

2.0

2.0

1.0

「 一

2.0

20.0

10.5

4.5

19.0

15.5

10.5

7.5

6.5

5.0

11.5

15.5

11.5

58.0

53.0

59.0

49.5

46.0

59.0

60.5

61.5

56.5

60.5

54.5

58.5

1.0

0.5

0.5

0.5

6.40

3.5`2.49
_1

1.0

1'5'

罵

2.23

6.48

3.5

1.5

4.14

2.87

2.62

2.Ol

4.5

一 「

1.0

2.5

2.89

2.16

2.5

3.43

3.50

3.35

左肺尖滲出型陰影、右肺上i
葉滲出型陰影、古葉間肋膜滲出型、
肝脳形成(陳 奮性葉間肋膜中等症
炎)

欝 鵬讐 縮 鞭 鑑
右肺中野堆殖:型陰影 右肺
門部陰影披大

左肺上葉滲出型陰影、右肺
野一般二暗シ(右肋膜肥厚)
横隔膜天幕形成

右肺全葉滲出型陰影

右肺下野増殖型陰影(右 肋
膜肥厚及癒着)雨 肺門部陰影披大

右肺尖及上野壇殖型陰影、
雨肺門部塘猫型陰影

雨肺門淋巴腺塘殖型陰影

右肺門部培殖型陰影

左肺培殖型陰影、雨肺門部
陰影披大、石灰化竈ヲ認ム

雨肺門部陰影振大

右肺門部滲出型陰影、左腕
下野壇殖型陰影、初期攣牝
群ヲ認ム

増殖型
輕 型.

滲出型
中等症

滲出型
中等症1

塘殖型
軽 症

増殖型
軽 症`

堵殖型1
軽 症

増殖型
軽 症

培猫型
軽 症

増殖型
軽 症

第 二 節 血 液 滴 像 ト赤 沈

反 雁 ト ノ關 係

余 ハ滴 像 検 査 二 際 シ テ、 同一 血 液 テ 用 ヒ、

Westergrenu.Katzノ 方 法 二從 ヒ赤 沈 反慮 テ

併 試 シ其 中等 債 テ求 メ之 ト血 液 滴 像 法 成績 ノ關

係 テ比 較 討究 セ リ.血 液 滴 像 ニ ァ リテハ設 備 ノ

関 係 上、:夏季 低 温 装 置 テ施 ス テ得 ザ ル タ メ第1

表 ノ如 ク概 ネ13-29。C室 温 ニ テ検 査 セル モ、

赤 沈 反鷹 島 ア リテハ300C恒 温 装 置 テ以 テ測 定

シ四季 テ通 ジ外 気 温 ノ影 響 テ避 ケ タ リ。

抑h赤 沈 反 慮 ノ・Fahraeus(30)氏 が妊 婦 二於 テ著

シク速 進 スル コ トテ唱 ヘ テ以 来 、 之 二關 スル 臨

躰 的研 究 漸 ク旺 盛 トナ リ其 ノ業 績 八極 メ テ多数

ナ ル モ、 就 中 肺 結 核 ノ領 域 二於 テハ盒 ≧重 要 視

サ ル ・二及 ピ、 豫 後 判 定 上 、 償 値 アル モ ノ トセ

ラル。 即 チ、 肺 結 核 ニ チ ハ赤 沈 反 応 ハ病 竃 ノ廣

狭 、 浸 潤 ノ性 質、 組織 破 壊 ノ多 寡 二慮 ジテ速 遅

シ、 病 竈 廣 範 園 ノモ ノハ小 ナ ル モ ノニ比 シテ速

混合型
軽 症

進 シ、 滲 出 型 ハ 増 殖 型 二 比 シ テ速 進 ス ル テ常 ト

シ、 本 反 慮 テ 以 テ 診 断 及 ビ豫 後 判 定 上 ノ有 力 ナ

ル 指 針 タ ル コ トハ 今 日 既 ニ ー般 的 二 信 ぜ ラル ・

ト コ ロ ナ リ トス 。 然 レ ド モ赤 沈 反 慮 ノ数 値 ノc`…哩

定 二 關 シ テ ハ 各 學 音 聞 二 多 少 ノ相 違 テ 認 メ ラル

ル ト コ ロ ニ シ テ正 確 ナ ル 数 値 テ 決 定 シ難 シ、:文

献 テ 按 ズ ル ニ、 健 康 人 ノ数 値 二 關 シ テ モ 轟 々 ニ

シ テWestergrenハ1一 一3mm(男)、4-7mm

(女)、Fahraeusハ4mm(男)、8mm(女)、

:Linzenmeir2-5mm(男)15-7mm(女)、Katz

u.L、effkowitz2-5mm(男)、3-8mm(女 〉,

Gragert9mm(女)、Kovacs5-15mm(女)、

Krimpoff1-5mm(男)、3-8mm(女)、H:a-

selhorst5mm(男)、12mm(女)、Frisch・Star-

linger6mm(男)、10mm(女 〉、Grafe-Rewein

4mm(男)、7mm(女)、Poindecker-Siess4-15

mm(女)、Fredrick2mm(男),6mm(女)、

Rumpf10mm(女)、Ganssele7mm(女)、Fre。
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und一且enschke5mm(男)、7mm(女)、Fische1

5mm(男)、8mm(女)、 渡 邊(佳 吉)6mm(男 》、

7.8mm(女)、 鈴 木 、 本 多3-一 一4mm(男)、3-10

mm(女)、 大 谷1.3-2mm(男)、4.5-13mm

(女)、 吉 本5.8mm(男)、16mm(女)、 安藤 、

瀧 野7mm(男)、13mm(女)、 今 村 内科(昭 和5

年)、7.7mm(男)、13mm(女)、 同(昭 和8年)、

7.1mm(男)、 天 野3mm(男)、 湧 谷1-5mm

(男)、2-15mm(女)、 佐 々、 小 林2mm(男)、

9mm(女)、 束 田、大 沼6.5mm(男)、15mm(女)

清 野6.5mm(天)、15mm(女)、 和 田1-3mm

(男)、3-7mm(女)、 荒 川5.6mm(男)、13.2

mm(女)、 加 瀬5mm(男)、10mm(女)、 寺 尾 、

新 井 、 竹 中 、 藤 村10mm(男)、19mm(女 ♪、熊

谷 内科3(1-5.5mm)(男)、6・5(2.5-10.5mm)

(女)、 中務1-5.9mm(男)、5.5-11・7mm(女)

加 藤4--6mm(男)、8.5-11mm(女)、 村 上1-

4mm(男)、1--8mm(女)等 ア リ。 況 ン ヤ病 症 程

度 ノ判 定 標 準 撒 値 二至 リテハ 何 レガ至 當 ナ ル カ

バ決 定 シ難 ク、 今 諸 家 ノ設 テ引用 ス ル ニNeu-

mannハ10-12mm(輕 度 檜 加)、12-25mm

(中等 度 増 加)、26mm以 上(強 度 壇 加)ト ナ シ

Rocheハ4-15mm,15mm-30mm,30-50

mm二 嘔 分 シ、K.Fischelハ20mm,40mm,

70mmト ナ シ 且.Frederickハ10-20mm,

21-54mm,55-110mmト シ、 鈴 木、 本 多 雨 氏

ハ10mm,40mm,80mmト シ湧 谷 氏 ハ25mm

(男),42mm(女)、50mm(男)、42mm(女)、

99mm(男 ♪、74mm(女)、 岡部 、 小川 氏 ハ9-23

mm,24-55mm,56-155mm/3匠 分 シテ・

夫 々、輕 度 檜 加 、中等 度 増 加 、強 度 増 加 トナ セ リ・

余 ハ 自己 ノ経 験 ヨ リ シテ ①10mm以 内 ノモ

ノ ②10-20mmノ モ ノ ⑧20-50mmノ

モ ノ及t'④50mm以 上 ノモ ノ ト4匠 分 シ、 是

等 階 級 毎 二血 液 滴 像 成 績 トテ比 較 検 討 シ次 ノ結

果 テ得 タ リ。

實験70例 ノ血 液 滴 像 ラ成績 ニ ヨ リ大 別 スル ニ、

原法 陽性55例(78.57%)、 陰 性15例(21・43%)

二封 シテ、勝 沼 法60例(85・71%)、 陰 性10例

(14.29%)ナ リ。之 二依 レバ滴像陽性出現卒 ニ

ハ雨法顯著ナル差異 テ認 メ難 キモ、勝沼法ハ原

法二比 シテ7.14%ノ 高卒 テ示 ス。

血液滴像 ト赤沈反慮 トノ關係ハ第2表 二示 スガ

如 シ。

赤沈反磨10mm以 内ナルモノ25例 ニシテ・是

等 二封 スル血液滴像 ノ成績 テ観ルニ、原法 ニア

リテハ陰性12例 、陽性13例 ニシテ、其陽性 テ

更 二程度 二從 ヒ匠分 ス レバ即 チ、弱度陽性8例

中等度陽性5例 ナリ、叉勝沼法 ニテハ陰性8例

陽性17例 ニシテ、更二之 テ細別 スルへ 弱度

陽性11例 、中等度陽性6例 ニシテ、雨法共 二

強度陽性テ認 メズ。原法及 ピ勝沼法 ノ成績テ比

較スルニ、大ナル逞庭 テ認 メ難 ク、雨法何 レモ

陰性乃至陽性 ガ大部分 テ占メ且ツ強陽性無キハ

赤沈反磨10mm以 内 ノモノニシテ、所謂健康

者及 ピ輕症患者 ノミナルテ以テ蓋 シ當然ナルベ

シ。赤沈反慮10-20mmノ モノニ就テモ滴像

成績 上、雨法間二著 シキ差異 テ認メ難 シ。雨法

共 二陰性著 シク減少テ示 シ、中等度陽性 ガ、殆

ド其過牛 テ占メルニ至 リタルモ、強度陽性ハ未

ダ出現 セズ。此階級 ノ症例ハ臨躰上、前階級 ト

ノ境界 山アルモ ノ及 ピ夫 ヨリ梢 、進行 セルニ止

ル程度 ノナルベ久 中等度陽性例 ガ過牛テ占ム

ルハ理 ノ當然ナルベク叉、陰性例 ノ前階級二比

シテ減少スルモ亦當然ナルベシ。

赤沈反慮20-50mm二 至 リテハ滴像成績ハ雨

法共 二陰性例 テ認 メズ、即チ此 ノ階級二屡 スル

症例二至 リテハ滴像陰性ハ無 キ号當然 トスベ

シo

赤沈反慮50mm以 上ニアリテハ殆 ド中等度陽

性及 ビ強度陽性ニシテ之亦陰性例 テ認 メズ、依

是観之、滴像成績 ト赤沈反慮 トハ必 シモ毎常拉

行 セズ ト錐 モ、僅少 ノ例外 テ除 キテハ滴像成績

ト赤沈反慮 トハ殆 ドー致 スルテ認 メタリ。之高

垣氏 ノ業績 トヨクー致 ス。

余ハ滴像成績二於テ雨法一致 セザ リシ若干 ノ症

例 二就キ赤沈反慮及 ピ其他 ノ所見テ参酌 シテ吟

味テ試 ミムトス。
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滴像 ノ成績 出理 二封 シテ影 響 スル モ ノ トシテ、

勝 沼 工湘 糊 、 本郷 一 長嶋幽.高 垣 即 ノ議 氏 二從

ヘ バ氣 温 及 ピ氣 漁 トセ ラル。 本 實醗 ハ1年 脊 鹸

二亙 ル モ ノ ニ シテ.設 備 ノ關係 上 、 氣 温 及 ビ氣

撚 ノ影 響 テ避 ケ得 ザ リ シモ、 氣 温 ニ ア リテハ可

及 的 高 温 度 テ避 クル タ メ25℃ 以 上 テ超 ヘ タル

實 験 例 ハ僅 少 二止 メ タ リ。

原 法 試 験 紙 ニ ア リテ ハ、 氣 温 、 氣 漁 ノ影 響 テ受

ケ 易 ク、 本 邦 夏 季 二於 ケ ル検 査 ハ成 績 判 定 上誤

差 テ來 シ易 ク、 反 之 、勝 沼 法 試 験 紙 ニ ア リテハ

著 者 ノロ昌フ ル トコロ ニ從 ヘ バタ玉界 ノ影 響 テ蒙 ル

コ ト少 キ コ トハ既 二前 述 ノ如 シ。

今 、 原 法 二比 シテ勝 沼 法 二於 テ陽 性 度 ノ低 キ例

テ列 基 スル ニ、 第3,4,5,10,21/5例 二過

ギ ズ。 其 中 ニ テ第4,5,10例 ニ ア リ テ ・・赤 沈

反慮 何 レモ邊 ク(2-9mm)ニ シテ且 ツ血 液 像 及

ピ「レ」線 所 見 ヨ リ見 テ(十)テ 以 テ當 レ リ トナ ス

テ得 ベ ク、 第21例 ニ テ ハ、 赤 沈 反 慮 ハ前3例

二比 シテ速 ク(24mm)赤 沈 反慮 二關 スル限 リデ

ハ原 法 成 績 テ以 テ至 當 ト認 メ ラル ・モ、 血 液 像

及 ビ「レ」線 所 見 ヨ リ之 テ考 察 ス ル トキ ハ病 症 寧

ロ輕 微 ニ シテ是 等 雨 法 間 ノ成 績 ノ相 蓮 ガ何 レニ

基 因 ス ル ヵ ハ俄 カ ニ判 定 シ得 ズ、 赤 沈 反 磨iノ如

キー 般 的 ニ ハ病 状 トヨ クー 致 スル ト難 モ、井 下

一 田 中一 米 田(35×3η
、 清 野 一 天 川 一 長 井(33×39)等諸

氏 ノ報 告 二縁 ル モ異 常例 アル ヲ以 テ赤 沈 反 慮 ト

ノ比 較 テ以 テ ノ ミ論 断 ス ル コ トテ得 ズ、 要 ス ル

ニ原 法 又 ハ勝 沼 法 何 ノ成 績 テ以 テ判 定 スル モ大

ナル 誤 差 テ來 サザ ル症 例 ナ ク、 反 之 、 原 法 成 績

二比 シテ勝 沼 法 成 績 ノ陽 性 度 高 キ症 例 テ求 ム レ

ノご第7,8,11,13,18,20 ,22,25,29,33,

35,38,44,46,47,51,59,68,69,70等20

例 ノ多 キ ニ達 ス。 而 シテ検 査 時氣 温20℃ テ超

へ ・氣 温 ノ影 響 二非 ラズ ヤ トノ疑 アル モ ノ ニ第

7,13,18,20,22,29,33,35/8修 剛テ算 ヘ ラノレ

果 シテ是 等 ガ 氣 温 ノ影 響 二因 ル モ ノ カ否 カ バ俄

二断 定 シ得 ザ ル モ恐 ラ ク其 ノ白 因 子 タ ル ベ ク
、

第22,33,44,47,51,59等 ノ症 例 ハ 血 液 像

及 ピ「レ」線 像 ヨ リ シテ勝 沼 法 ヲ以 テ至 當 ニ ア ラ

ズヤ ト解 セラル、而 シテ是等痺例ハ核左方移動

著明ニ シテ且 ツN:L係 数上昇 テ認 ムルテ以テ

シテモ亦當然ナルベ シ。

勝沼圏⑳、高垣氏⑱ 等 二從 ヘバ赤沈反慮速戸ナ

ルニ漁像成績陰性 テ示 スハ死前 二現ハル ・現象

ナ リト唱ヘ ラル ・所 ニシテ、赤沈反慮速 カナル

ニモ拘ハ ラズ滴像陽性度ノ低 キモノニ就 テハ此

黙二關 シテ考慮 スベキモノト難モ余 ノ實験例 ニ

テハ斯ル重症例 ヲ含 マズ之 テ除外 シテ可ナルベ

シo

原法及 ビ勝沼法 ノ陽性度 ノ差異 テ生 ズル因子二

關 シテハ詳 ナラズ今後 ノ研究二期 シテ侯 ツベキ

モ余 ノ今回ノ實験例 二關スル限 リ勝沼法ハ外界

ノ氣温 二影響 サル ・コ ト比較的少 ク原法 二比 シ

テ精確ナル成績 テ得 タルモノト信ズ、雨法毎常

必 シモー致 セザル ト錐モ、要 スル雨法共二赤沈

反磨 ノ逞速 ト拉行 スルモノニシテ、余 ノ實験成

績 テ以 テ氣温 ト滴像陽性出現程度 トノ關係テ観

ルニ勝沼法 ニアリテハ影響少キモ原法ニアリテ

ハ20。Cテ 超ユ ル ヤ陽性出現卒 ノ減少スルテ認

メタリ。

第2表 血液滴像 ト赤沈反磨 トノ關係

赤沈成績
(中等債)

10㎜ 〈
10→20

mm

20一 ヶ50

mm
50㎜ 〉

＼ 實 数

適 像 ＼ ～
25 13 20 12 70

原

法

一 12
(48,00)

3
(23.08)

0 0 15

十
8

(32.00)
7

(53.85)
6

(30.00)
3

(25.00)
24

十十
5

(20.00)
3

(23.08)

13
(65.00)

6
(50.00)

27

柵 0 0
1

(5.00)
3

(25.00)
4

勝

沼

法

一 8

(32.00)

2

(15.39)
0 0 10

十
11

(44.00

5
(38.46)

5

(25.00)
0 21

十十
6

(24.00)

6
(46.15)

10

(50.00)
26

13
,

柵 0 0
5

(25.00)

()中 ハ%ヲ 示ス

第 三節 血 液渦 像 ・ト白血 球 トノ關係

肺結核 ノ診断及 ピ豫後判定二關 シ血液像二就キ
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ナサ レ タル業 績 ハ移 シ ク多 数 ニ シテ枚 塞 二逞 ナ

シ,而 シテ肺 結 核 二於 ケル血 液 像 就 中 白血 球 像 慶

化 トシテ從 來 著 シク是 認 セ ラル ・モ ノハ 白 血球

ノ量 的 及 質 的 攣 化 ニ シテ、即 チ、中性 嗜 好 細 胞,ノ

」曾加 特 二桿 歌 核 細胞 ノ増 加 、 淋 巴球 ノ減 少、「エ

オ ジンj嗜 好 細 胞 ノ減 少 乃 至 漕失 ガ唱 ヘ ラル。

例 ヘ バ 中性 嗜 好 細 胞 ノ檜 加 二就 テ、勝 沼 教 授 ハ

80-85%二 達 ス ル モ ノハ重 症 ニ シテ死 二至 ル可

能 性 ア リ85-90%二 至 レバ豫 後 不 良 トシ核 左

方 移動 度50度 テ超 ユ ル モ ノハ豫 後 不 良 ナ リ ト

シ、又 有 馬 教 授 ㈹ ハ 中性 嗜 好 細 胞 核 左 方 移動 ノ

少 ナ キハ輕 症 二多 ク、 移 動 著 明 ナル ハ重 症 ナ リ

トシ、又 倉 金 ㈹ 氏 ハ肺 結 核 患 者 ニ テハ 健 康 者 二

比 シテ檜 加 シ、 病 型 二 關 シテハ 、病 竈 ノ廣 キモ

ノ,滲 出 型 、 進 行 型 ノモ ノ ニ増 卒 スル ヲ唱 へ

Arneth,Naegeli,Schwermann,Appelbaum,

Hermann,Blumenfeld,Gl6el,Stegen,草 間

鈴木 、 永 井 等 ㈹ ノ諸 氏 モ亦 、 夙 二病 期 ノ進 ム ニ

從 ヒ中性 嗜 好 細 胞 ノ増 加 テ唱 ヘ タ リ.

又淋 巴球 二關 シテ モ、 勝 沼 教 授(28×29)ハ此 ノ消 長

ハ豫 後 判 定 上 ノ指 針 テ與 フル モ ノ トシ10%以

下 ナ ル ハ死 亡例 二見 ラ レ0-5%以 下 ハ常 二死

亡 ス トナ シ倉 金 氏 ハ同 ジ ク之 テ認 メ、病 竈 大 ナ

ル モ ノ,滲 出型 ノモ ノ、 進 行 型 ノモ ノハ 百 分卒

ノ減 少 ラ示 シ12%以 下 ハ豫 後 絶 封 二不 良 ナ リ

ト謂 ヘ リ、 「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 二就 テ モ、 勝 沼

教授 ハ死 亡例 ニ テ ハ 全 部 消失 セ リ ト ナ シ、

Blumemfeld,Naegeli,Kuthyu.WolfEisner,

Appelbaum等 ハ何 レモ之 ガ減 少 ラ認 メ倉 金 氏

ハ同 氏 ノ實 験 症 例 二於 テ ハ必 シモ此 ノ減 少 ラ認

メザ リキ。

血 液 滴 像 ガ肺 結 核 ノ診 断 及 豫 後 判 定 上、 指 針 テ

與 フル モ ノ トセ バ、 之 ト白血 球 像 トノ關 係 モ興

味 アル問 題 ナル ベ シ、{乃 テ余 ハ白 血球 像 トノ關

係 ニ ツキ比 較 セ ム トス。

白血 球 像 ト血 液 滴 像 トノ關係 ハ既 二掲 グ タル第

1表 ノ如 シ。

中性 嗜好 細 胞 撒 ラ余 ノ魔 験 症 例 二就 キ見 ル ニ・

卒均71.81%テ 占 メ正 常 敷 二比 シテ其 卒 高 シ、

之 ト血 液 滴 像 トノ關係 テ見 ル ニ、原 法(惜)80.08

%、(→ 十)78.02%b(十>70.47%、(一)62.18%

ニ シテ勝 沼 法(柵>82・08%;(升)72・16%、(+>

68.56%、(一)64.39%ニ シテ、 雨怯 滴 像 間 二多

少 ノ差 異 テ免 レザ ル モ、 中 性 嗜 好 細 胞 ノ増 加 二

件 ヒ、 血 液 滴 像 陽 性 ノ出 現 卒 及 ピ程 度 テ壇 加 ス

ル テ知 ル。而 シテ勝 沼 法 ハ原 法 二比 シ鋭 敏 ナ リ。

淋 巴球 二就 テ・・.余 ノ症 例 李 均19・15%ニ シテ、

血 液 滴 像 トノ關係 テ観 ル ニ、 原 法(帯)8・50%、

(十)15.76%、(十)20.13%、(一)23・83%ニ シ

テ勝 沼 法 ニ テハ(帯)10.16%、(十)17.05%(十)

23.55%、(一)27.10%ニ シテ此 關 係 ニ テ モ雨 法

必 シモー致 セ ズ ト錐 モ、 一 般 的 ニハ 、淋 巴球 ノ

減 少 二件 ヒ、 滴 像 ノ陽 性 出 現 卒 及 ビ程 度 ノ1檜加

テ見 ル コ トテ得 タ リ。

「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 二就 テ ハ余 ノ實 験 例 ニ テ ハ

極 メ テ低 卒 ニ シテ且 ッ又前 者 二比 シテ意 義 梢 ≧

少 ナ キ テ以 テ弦 二之 テ論 及 セズ。

要 之 、 血 液 滴 像 ハ 白血 球 ノ攣 化 二件 ヒ診 断 及 ビ

豫 後 判 定 上 ノ指 針 タル ベ シ。 而 シテ勝 沼 法 二於

テ 出現 鋭 敏 ナ リ。

次 二中性 嗜 好 個 胞 ノ核 左方 移動 ト血 滴 像 トノ關

係 テ観 ル タ メArneth氏 核 移 動 テ ①6%以 下

ノ モ ノ ②6-8%ノ モ ノ 熔8-12%ノ モ ノ

④12%以 上 ノモ ノニ分 チテ、原 法 及 ビ勝 沼 法 ノ

滴 像 出現 卒 子観 ル ニ、 第3表 ノ如 キ成 績 テ得 タ

リ。

由 是 観 之 、 核 移 動6%以 下 、 即 チ正 常値 テ示 ス

モノ ハ、 滴 像 雨 法 共 二陰 性 テ示 ス。6%-8%

ノ核 移 動 ニ テ ハ、 原 法 ハ未 グ牛撒 ハ陰 性 テ示 ス

ニ拘 ハ ラズ、 勝 沼 法 ニ テハ 陽 性 卒 遙 カニ高 ク陰

性 ノ約4倍 テ占 ム、8-12%及 ピ12%以 上 ナ ル

モ ノ、 即 チ核 左方 移動 著 セ クナ ル ニ從 ヒ滴 像 陰

性 ハ漸 次 減 少 ラ示 シ反 之 、 陽 性 テ増加 シ、 核 左

方 移動 飢 二14%以 上 ノモ ノニ ア リテ!・常 二滴

像 ハ最 陽 性 テ示 ス モ ノナ リ。 此 ノ成 績 二嫁 テ血

液 滴 像 ハ核 左 方 移 動 率 ノ檜 加 二俘 ヒ逐 次 陽 性 度

テ増 加 スル モ ノ ト謂 ヒ得 ベ シ。

核 移 動 テ基 準 トシテ個 々 ノ症例 二就 キ雨 法 ノ血
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液 滴 像 成績 テ比 較 検 討 スル ニ、核 左方 移 動著 シ

キ ー モ拘 ハ ラズ、 原 法 滴 像 ノ陽 性 程度 ノ低 キ コ

トア リ又 反 之 、 勝 沼 法 二於 テ却 テ陽牲 度 ノ低 キ

ラ示 ス場 合 ア リ。

例 ヘ バ 、 第3例 ノ如 キハ赤 沈 反 癒37mm核 左

方 移 動18.5%ニ シテ、之 二胸 部 「レ」線 所 見等 テ

参 酌 スル ニ原 法(十)、 勝 沼 法(+)ナ レ ドモ、 前

者 テ以 テ至 當 ナ ル ガ如 ク思 料 セ ラル、 此 ノ原 因

二關 シテハ詳 ナ ラズ。 反 之 、 第7.11.13.20

22.25.32.44.47.59例 等 ニ ア リテ ・・赤 沈 反

癒 何 レモ速 進 シ、核 左方 移動16.5-31.5%テ 示

シ、 胸 部 「レ」線 像 ラ参 照 シテ検 討 スル ニ、 勝 沼

怯 ノ成 績 テ以 テ當 レ リ ト解 セ ラル ベ シ。

血 液 滴像 陽 性 ノ程 度 ト核 左 方 移動 トノ關 係 テ観

ル ニ、 原 法(柵)二 封 シテ核 移動26.25%、(十)

15.95%、(+)12.86%、(一)6.37%ニ シテ勝 沼

怯 ニ ア リテ ハ(刊十)21.16%、(十 卜)、15.15%(十)

9.53%、(一]5.80%ニ シテ雨 法 特 二著 シキ懸 隔

テ認 メズ。

要 之 、 血 液 滴 像 ハ中 性 嗜好 細 胞 ノ核 左 方 移 動 ト

拉 行 スル モ ノ ニ シテ正 常値 テ超 エ ル ヤ逐 次 陽性

出 現 卒 ラ壇 シ且 ツ其 ノ程 度 モ亦」曾強 スル モ ノ ナ

リ。

而 シテ余 ノ實 験 症 例 ニ ア リテ ハ勝 沼 法 ハ原 法 ヨ

リ梢 ≧陽 性度 高 久 原 法 ハ核 移動6.5%ニ シテ

陽性 トナル ニ勝 沼 法 ハ5.0%ニ テ既 二陽 性 ラ示

セ リ。

次 二N:L係 数 ノ上 昇 二件 ヒ、 病 症 ノ檜 悪 スル

モ ノナ ル コ トハ 既 二唱 ヘ ラル ・ トコ ロ ニ シテ、

岩 橋 氏(49)ハ其 ノ實 験 例 二就 キ、N:L係 撒 、 李

均8・66ニ シテ病 症 固定 セル モ ノ李均2.68、 輕

快 セ ル モ ノ2.05ニ シテ6.00以 上 〃以 テ豫 後 不

良 ノ兆 候 トナ シ、勝 沼 教 授(29)ハ12.0以 上 ハ常

二死 亡 スル モ ノナ リ ト唱 フ。

余 ガ實験 例 ニ テハN:L・ 係 歎 ハ2・10--15・84ノ

間 テ占 メ、 其 李 均4.8ナ リ。

N:L係 撒 ト滴 像 成 績 トノ關 係 テ求 ムル ニ、 原

法(帯)ノN:L係WtZF均10.55、(十)5.93、

〈+)4.31、(一)2.47ニ シテ、 勝 沼 法 ニ ア リテ

ノ、(十D8 .96、(十D5.02、(十)3.10、(一)2.40ノ

關係 テ得 タ リ、 原 法 及 ビ勝 沼 法 二多 少 ノ異 同 テ

免 レズ且 ツ各 症 例 個 々 二就 テ ハ異 同 ア リ ト難

モ、 血 液 滴 像 ハN:L係 撒 ノ上 昇 二件 ヒ漸 次 陽

性 綾 現 シ且 ツ上 昇 二比 例 シテ陽性 程 度 テ檜 強 ス

ル モ ノナル テ認 メ ラル、 而 シテ此 傾 向 ハ原 法 二

比 シテ勝 沼 法 ら ア リテ梢 く著 明 ナ リ。

N:L係 撒 ノ上 昇 ガ肺 結 核 ノ豫 後 不 良 ラ示 スハ

前述 ノ如 キ モ血 液 滴 像 成 績 モ亦 、 之 ト比例 ス ル

ラ以 テ診 断 及 豫 後 判 定 上 ノ贋 値 アル モ ノ ト謂 ヒ

得 ベ シ。

第3表 血 液滴像 ト中性嗜好細胞核移 動bノ 關係

血
＼
移
動
%

液
瀞
＼
矩
く

＼

核

6

6→8%

8→12%

12%〉

原 法

一1+囲 帯

8

5

2

0

1

2

コ

20

0

4

}12

百

〇

一
〇

[0

一
4

勝 沼 法

一1+囲 惜

7
・
一
9
圏
=
⊥

「
0 i叢

第 四節 血 液 滴像 ト肺結核

及 ビ病 症 トノ關係

余 ハ實験 二供セル肺結核患者64例 ラ其 ノ病型

二從 ヒ①檜殖型、②滲出型、③混合型、④肋膜

炎及 ビ其後遺症二臨別 シ是等病型 ト血液滴像成

績 トノ關係 テ考察 セリ。即チ、増殖型30例 、

滲出型19例 、混合型15例 、肋膜炎及 ピ後遣症

2例 ニシテ是等 ト血液滴像 トノ關係ハ第4表 二

示 スガ如 シ。

健康4例 二封 シテハ滴像雨法共 二陰性ナリ、然

ルニ、S曾殖型30例 中滴像陽性 ナルモノ原法20

例、勝沼法24例 アリ。更 二之 ラ陽性程度 二分

ケテ観ルニ(+)邑 テハ雨法共二著 シキ差異 テ認

メ難 キモ(十ト)二於 テハ勝沼法ハ原法 二比 シ3例

多 シ。

滲出型19例 ニテハ滴像陰性 ナルモノ雨法共 二

認 メラレズ、陽性撒ハ雨法共 二同数 ナルモ、陽

性程度 う從《・バ(什)ハ 原法A,wa沼 法二比 シテ3

例多 シ。

混合型15例 ニテハ滴像陰性ハ原法1例 ニシテ

勝沼法ニナ シ。從 テ陽性数 ハ前者14例 ニシテ
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後者15例 ナ レバ大 差 テ認 メザ ル モ 、 之 テ陽性

程 度 二就 テ観 ル ニ(柵)ハ 原 法1例 二封 シテ勝 沼

法5例 ノ多撒 テ示 ス パ注 目 ス ベ キ事 實 ナ リ.

肋膜 炎2例 二封 シテハ雨 怯 何 レモ 陽性 テ示 スモ

症例 少 キ テ以 テ之 テ以 テ結 論 テ云 爲 シ得 ザ ル ハ

勿論 ナ リ。 以 上 ノ如 ク雨 法 成 績 二多 少 ノ異 同 テ

認 ムル モ、 之 ガ原 因 二關 シテ ハ氣 温 、氣 漁 其他

ノ因 子 ノ影 響 二因 ル モ ノナ ルベ ク其 本態 二關 シ

テ明 カナ ラザ ル モ要 スル ニ雨法 成 績 二大 ナル差

異 テ認 メ難 シ。

各 病 型 毎 二滴 像 陽 性 出 現 頻 度 子百分 卒 ヨ リ観 ル

ニ、 檜 殖 型 ハ原 法66.66%、 勝 沼 法80.00%テ

示 シ、滲 出型 ハ雨 法 共 二100%夢 示 シ混 合 型 ハ

原 法93・33%、 勝 沼 法100%二 出 現 セ リ。 是 等

ノ症例 テ以 テ俄 カ ニ結 論 テ下 スパ 早 計 ナ ラ ム

モ、滲 出 型 及 ビ混 合 型 ハ増 殖 型 二比 シテ滴 像 陽

性 度遙 カ ニ高 シ6

次 二肺 結 核 ノ病 症 程 度 テ① 重 症 、 ②,中等症 、 ③

輕 症 二匿 別 シ、 之 ト血 液 滴 像 成 績 トノ關係 テ求

メ タル ニ第5表 ノ如 キ成 績 テ得 タ リ,)

即 チ、 重 症11例 二封 シテ血液 滴 像 成 績 両 法共

二陰 性1例 モ ナ シ。

陽 性 ハ原 法8例 二封 シテ、 勝 沼 法11例 ニ シテ

後 者 ハ前 者 二比 シ、 陽性 出現 頻 度 梢 ≧高 シ、特

二後 者 ニ ア リテ ハ前 者 二比 シテ(十)ニ テ ハ1例

第4表

少 キ モ、(榊)ハ 前 者 ノ約2倍 テ 占 ム、 蓋 シ斯 ク

ノ如 キ程 度 ノ病 症 ニ ア リテ ハ此 ノ撒 字 テ示 スガ

當 然 ナ リ ト考 ヘ ラル。

中等 症20例 モ亦 、 雨 法 共 二陰 性 テ認 メ ズ全 部

陽 性 ナ リ.之 テ陽性 程 度 ヨ リ シテ観 ル ニ(升)ニ

テ勝 沼 法 ハ原 法 二比 シテ4例 少 キ モ(惜)ニ ア リ

例 多 シ。 原 法 ニ ア リ テ 〈十)14例 、(帯)1例 ナ ル

テ ハ6モ 、勝 沼 法 ニ テ ノ・(十)10例,(帯)7例 ナ

リ、 何 レ ノ撒 字 ガ正 鵠 ナ ル カバ断 定 シ難 シ ト錐

モ、 中 等 症 ニ ア リテ(帯)ガ 俄 然1例 二減 少 ス ル

モ考 へ得 ザ ル コ トー シテ寧 ロ勝 沼 法 ノ成 績 二信

テ置 クヲ得 ベ キ カ。

輕 症35例 中、 血 液 滴 像 陰 性 ハ原 法11例 、 陽 性

24例 ニ シテ勝 沼 法 ハ陰 性6例 、 陽性29例 ナ リ

而 シテ輕 症 例 ニ ア リテ ハ雨 法 共 二(帯)1例 モ無

ク(+)大 多数 テ占 ム ル モ ノナ リ。

次 二各 病 型 毎 二、 重症 、 中 等 症 、 輕 症 ト匿 分 シ

血 液 滴 像 トノ關係 テ観 ル ニ第6表 ノ如 シ。

要 之 、 血 液 滴 像 法 ハ爾 法 成 績 二多 少 、 差 異 テ認

ム ル ト錐 モ、 重 症 例 ニ テハ殆 ド大 部 分 陽 性 出現

シ、 陰 性 テ認 メ ズ、 中等 症 、 輕 症 ト順 テ追 ヒ、

陽 性 頻 度 テ遍 減 ス、栃 テ血液 滴 像 成 績 ハ肺 結 核

病 症 ノ輕 重 ト比 例 スル モ ノニ シテ、 勝 沼 法 二於

テ其 關係 一層 著 明 ナ リ。

血液滴像 ト病 型 トノ關係

病 型

壇殖型

滲出型

混合型

肋膜炎

健 康

＼滴像＼
成績

實熱
30

19

15

2

4

原 法

十,十 十

713

柵

10

0

1

0

4

5

4

2
_

0

11

9

0

0

0

3

1

0

0

勝 沼 法

一+
614

十十 冊

0

0

0

4

3

2

2

0

10

8

8

0

0

0

8

5

0

0

第5表 血 液滴像 ト病症程 度 トノ關係

病 症
程 度

＼滴像＼成績

實 ＼
'撒 ＼

原 法 勝 沼 法
一

一1+1司 柵 一1+1什1柵

重 症 11 0 3 5 -一
3 0 1 4 6

中等症 20 0 5 14 1 0 3 10 7

輕 症
レ

35 11 16 8 0 6 17 12 0

健 康 4 4 0 0 0 4. 0 0 0
1
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第6表 血液 滴像 ト病 型並 二其病症程 度 トノ關係

1

滴 像 成
績

病型及病症程度

原 法 勝 沼 法

一+垣 困 一引+1朴1惜
-

P

増 殖 型(30例)

重 症 0 0 0 0 0 0 0 0

中等症 0 1 0 0 0 1 0

一

〇

輕 症 10 12 7 0 5 14 10 0

.滲 出 型(19例)

重 症 0 3 2 2 0 1 2 4

中等症 0 2 9 1 0 2 6 4

輕 症 0 0 0 0 0 0 0 0

混 合 型(15例)

重 症 0 0 4 1 0 0 3 2

中等症 0 2 5 0 0 0 4 3

輕 症 1 2 0 0 0 2 1 0

肋 膜 炎(2例) 輕 症 0 2 0 0 0 2 0 0

第五章 総括拉二考按

元 來 、 血 液 滴 像 法 ハMyer,Bierast,Schilling

ノ諸 氏 二依 テ簡 軍 ナ ル徽 毒 ノ検 査 テ 目的 トシテ

創 案 サ レタル モ ノニ シテ、 是 等 ノ諸 氏 二嫁 レバ

漕 伏 徽 毒 ニ テハ血 清 反 慮 陽 性 傘65%ナ ノレニ封

シテ本 検 査 法 ハ遙 力鋭 敏 ニ シテ81%二 出現 シ

タ リ トナ シ、Mohrmann-Blutハ 之 ト略k近 キ

成 績 テ得 、 反 之 、Sal6n-Haeggstr6mハ 、 斯 ク

ノ如 ク高 率 二出現 セ ズ トナ シ、Blumenthalu.

Saito(51)雨氏 ハWassermann反 慮90%二 封 シ

テ、 滴 像80%二 陽 性 ナ ル テ實 験 シ、 徽 毒 ノ診

噺 上 償値 アル コ トテ是 認 セ リ、 然 レ ドモ其 後 諸

氏 ノ相踵 イ デ ノ追 試 ノ結 果 、 最 初 徽 毒 二封 シ テ

ノ ミ特 異 性 ナ リ トセ ラ レタル本 検 査 法 ハ普 ク他

ノ疾 患 二封 シテ モ、 陽 性 テ示 ス コ トテ謹 明 サ ル

ル ニ至 レ リ。 例 ヘバ 田 中氏 ハ外 科 的疾 患 二於 テ

モ、 胃癌95%、 悪 性 腫 瘍85% 、 外 科 的 炎衝 性

疾 患80%、 特 登 性 脱 疽100%ニ シテ、 外 傷 ハ輕

重 、 経 過 中 ノ症状 ノ輕 快 又 ハ檜 悪 二從 ヒ攣 化 シ

疾 病 状 況 ノ判 断 上 ノ指 針 テ與 ヘ ル モ ノ ト報 告 セ

リ。 然 レ ドモ幾 多 ノ學 者 ノ追 試 ノ結 果 、 結 核 症

二於 テハ廣 ク慮 用 サ ルベ キ贋値 アル モ ノ トセ ラ

ル。 即 チ、Schilling,Bruch,Schaene,柴 田一

岩 田一 林 、 本郷 一 長 嶋 、 矢 島、 勝 沼 、 高 垣 等 ノ

諸 氏 ハ何 レモ本 検 査 法 テ肺 結 核 二磨 用 シテ診 断

的 債 値 アル モ ノ トセ リ。Schillingハ 結 核 患 者

10例 二就 キ血 液 滴 像 ラ試 ミ、 陰 性2.9%、 陽1生

89・3%(輕 度 陽性52.4%、 強 度 陽 性36.9%)ノ

成 績 テ得 タ リ。 柴 田一 岡 田一 林 ノ諸 氏 ハ128例

二就 キ、 陰 性11.7%、 陽 性78.6%(輕 度 陽性

21.4%、 中等 度 陽 性52.9%、 強 度 陽 性4.3%)

テ報 告 セ リ、 本 郷 一 長 嶋 雨 氏 ハ25例 ニツ キ、

疑 反 慮4例 、 陽性21例84.0%(弱 度 陽性9例

36・O%、 中等 度 陽性7例28.O%強 度 陽性9例

36.0%)一 註 、百 分 傘 バ余 ノ計 算 二依 ルー 。 高垣

氏 ハ 自家 創 案 二依 ル試 験 紙 テ以 テ150例 二就 キ

實 験 ノ結果 、 陰 性4例 、9.3%、 疑 反慮18例 、

12.0%、 陽 性118例 、78.6%(弱 度 陽性37例 、

24.7%、 中等 度 陽性46例 、30.6%、 強 度 陽 性

35例 、23・3%)ト ナ シ、 何 レモ肺 結核 ノ診 断 上

償 値 アルieノ トナ セ リ。之 二封 シ テ矢 島 氏 ハ18

例 二就 キ、診 断 上 ノー 助 タル ベ キ モ斯 ル少撒 ノ

實 験 例 二就 テ ハ断 言 ス ル能 ハ ズ ト謂 ヘ リ。

余 ハ肺 結 核 患 者64例 二封 シテ原 法 及 ピ勝 沼 法

テ併 試 シ、原 法 陽 性56例 、85.92%(弱 度 陽性

24例37.50%、 中等 度 陽 性27例 、42.19%、 強

度 陽 性4例 、6.25%)ニ シテ、 勝 沼 法 ニ テノ・陽

性60例 、93.75%(弱 度 陽 性21例 、32.81%、

中等 度 陽 性 、26例 、40.63%、 強 、度 陽 性13例 、

20.31%)ノ 成 績 テ得 タ リ。

勝 沼 法 ハ原 法 二比 シテ梢 ζ陽 性卒 高 キ モ、 之
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・・後 述 ノ原 因 二關係 ス ベ ク、 要 ス ル ニ、 余 ノ原

怯 成 績 陽性85・92%ハSchillingノ 成 績 ヨ リ梢

低 ク、高 垣(78.6%)柴 田一 岡 田 一 林(78.6%)長

嶋 一 本郷(84.0%)ヨ リ高 ク、 又 勝 沼 法(93.75

%)ハ 何 ノ實 験 成 績 ヨ リモ陽 性 率 高 キ ラ認 メ タ

リ.更 二之 テ陽 性 程 度 二從 ヒ観 ル ニ、 諸 氏 ノ實

験成 績 ト大 差 ナ ク、 症 状 ノ壇 悪 スル ニ從 ヒ滴 像

陽 性 出現 著 明 トナル、{乃 テ余 モ亦 、 血 液 滴 像 ハ

肺 結 核 ノ症 状 テ刺 断 ス ル ニ足 ル贋 値 ア リモ ノ ト

認 ム。

肺 結 核 ノ滴 像 陽 性 出 現 卒 二關 シテ 上述 ノ 如 キ

モ、 之 ガ封 照 トシテ、 健 康 人 二就 テ血 液 滴 像 成

績 テ文 獣 二徴 ス ル ニ、Schilling,Schulz,Pall,

柴 田一 岡 田 一 林 、高 垣 ノ諸 氏 ア リnSchillingハ

健 康 人 ノ滴 像 ハ陰 性78.8%ニ シ テ、 弱 度 陽性

19.9%、 強 度 陽 性1.2%ナ リ ト謂 ヒ、 柴 田 氏等

・・陰 性80.9%、 輕 度 陽 性19.1%ナ リ トシSch-

ulzハ 健 康 兵 士 一 就 キ、 陰 性56.0%、 疑 陽性

8.O%、 陽 性36.0%ナ リ ト シ、Pallハ 健 康 人 ニ

ハ16%二 滴 像 陽 性 テ認 メ タ リ ト唱 へ、 高 垣 氏

・・健 康 人100例 二就 キ、 陰 性79例(79%)、 疑反

磨11例(11%)、 弱 度 陽 性10例(10%)ト シテ柴

田、Schilling氏 等 ノ成 績 トー一致 セ リ トセ リ、

余 ハ健 康 人4例 二就 キ何 レモ陰 性 ノ成績 テ得 タ

ルモ實 瞼例 少 撒 ナル テ以 テ結 論 二入 ル テ暫 時控

エ ン ト 入ル モ ノ ナ リ。 要 ス ル ニ、 結 核 患 者 二於

テ滴 像 陽 性 傘 極 メ テ高 キ ニ反 シテ健 康 人 ニ テ ハ

陰性 ガ大 多 撒 ナ ル ハ認 メ得 ベ シ。

次 二余 ハ、 血 液 滴 像 ト赤 沈 反 慮 トノ關 係 二就 キ

些 力検 討 セ ム トス。・

赤 沈 反 慮 ハ必 シモ肺 結 核 二封 シ テ特 異 性 ナ ラ

ザ ル コ トハ言 ラ挨 タ ズ、 井 上一 米 田一 田 中 ノ諸

氏及 ピ長 井 氏等 二依 テ肺 結 核 患 者 ニ シ テ赤 沈 反

庶正 常 ナ ル例 外 ノ報 告 ナ シ トセザ ル モ・今 日・

肺結核 ノ診 断 上 、 赤 沈 反 慮 ガ重 要 ナル 臨 林 検査

法 タル コ トハ 内外 多数 ノ學 者 ノ異 口同音 二唱 フ

ル トコロ ー シテ其 診 断 的 償値 二就 キ疑 テ容 ル ・

モ ノナ キ ラ信 ズ。 然 ラバ弦 二考 フベ キ ハ血 液 滴

像 法 ト赤 沈 反慮 トノ間 二何 等 カ ノ關 係 ア リヤ テ

検 討 スル コ トナ リ。 即 チ、 從 來滴 像 成 績 ハ 赤 沈

反 慮 トヨ クー 致 、 拉 行 スル モ ノナ リ ト唱 ヘ タル

モ ノー、Schilling,Schaene,Scheller,柴 由一

岡 田一 林、勝 沼 、伊 藤 、本 郷 、高 垣 等 ノ諸 氏 ア リ・

必 ズ シモ然 ラズ トナ ス モ ノMavros,Oelkers

u.Ammonノ 諸 氏 ア リ。

余 ノ實 験 例 ニ ア リテハ、 赤 沈 反 慮 ノ速 進 二件 ヒ

之 ト拉 行 シテ滴 像 陽 性 出現 卒 ノ遽 檜 ス ル コ トラ

認 メ タ リ、栃 テ血 液 滴 像 ハ赤 沈 反 慮 ト同 等 ノ診

断 的 債値 ラ有 シ、 且 ツ前者 ヨ リ簡 易 一 シテ、 前

者 ノ動 的 ナ ル ニ封 シテ後 者 ハ静 的 ニ シ テ利 使 多

久 肺 結核 ノ診 断 、経 過 、 豫 後 判 定 上 ノー 指 針

タル モ ノ ト信 ズ、 柴 田 、Wilke・ ・赤 沈 反 慮 ヨ リ

鋭 敏 ナ リ トセ リ。

肺 結 核 ノ血 液 像 ノ研 究 二至 リテハ其 業 績 多撒 ニ

シ テ汗 牛 充 棟 ノ観 ア リ、 勝 沼 氏 ・・、1919-1934

年 迄 ノ入院 患 者 中 ヨ リ検 査 ノ比 較 的 ヨ ク行 届 キ

タル症 例600例 テ選 ピ』、 其 ノ中300例 ハ脛 過 テ

十分 二追 及 シタル外 、他 ノ血液 諸 反 慮 ト比 較 シ

從 來 ノ文 献 二見 ル ヨ リ多 ク ノ例 撒 二就 キ観 察 ノ

結 果 、 中性 嗜 好 細 胞 ノ壇 加 、 核 左 方 移 動 、 淋 巴

球 ノ減 少 、N:L係 撒 ノ上 昇、L:M係 敷 ノ低

下 等 ラ以 テ豫 後 不 良 ナ リ トセ リ.

而 シ テ其 他 ノ業 績 モ亦 略 、之 ト同 一 ノ結 論 ニ シ

テ、 肺 結 核 診 断 上、 血液 像 モ亦 、 重 要 ノ役 割 テ

演 ズル モ ノナ リ ト謂 フテ得 ベ シ。

之 テ余 ノ實 験 例 二就 キ観 ル ニ滴像 成績 二於 テ雨

法 梢 ≧差 異 テ認 ム ル ト錐 モ、 滴 像 陰 性 ニ テ ノ・中

性 嗜好 細 胞 及 ピ淋 巴球 、 核 移 動 、 殆 ド正 常 歎 値

テ示 ス ニ拘 ハ ラズ滴 像 陽 性 度 ノ増 加 二俘 ヒ、 之

ト全 ク拉 行 的 二、 中性 嗜 好 白 血球 ノ増 加 、核 左

方 移 動 ノ著 明 、 淋 巴球 ノ減 少 テ認 メ タ リ、「エ オ

ジ ン」 嗜 好 細 胞 、 大 軍 核 細 胞 ニハ特 別 ノ關 係 テ

認 メ難 キ モ、N:L係 数 ノ上 昇 、L:M係 激 ノ

低 下 モ略 ≧一 致 ス ル テ見 タ リ、{乃テ血 液 滴 像 ハ

診 断 上、 血 球 像 トヨ クー 致 スル モ ノナ リ、 而 シ

テWilke,Nikolau,Paulv.d.TrapPenハ 血

液 像 ヨ リ鋭 敏 ナ リ トセ リ。

最 後 二余 ハ血液 滴 像 ト肺 結 核 病 型 ト病 症 輕 重 ト
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ノ關係二就 キ述ベムトス。病型 ノ分類 二關 シテ

ハ著者 二從 ヒー定セズ、 例ヘバ柴田一岡田一

林 ノ諸氏ハTurban-Gerhardt氏 ノ分類 第1

期、第 皿期、第 皿期 トナシ、之 ト滴像 トノ關係

テ述べ、第1期 患者ニアリテハ殆 ド陰性ナルカ

精々、弱陽性ニシテ赤沈反庶李均8mm核 移動

11・0%、 第ll期 ニテハ強陽性ニシテ、赤沈反慮

李均29mm.核 移動18.0%、 第皿期 ニテハ最強

陽性ニ シテ赤沈反鷹李均51mm.核 移動31.0%

以上ナリトシ、之二{乃テ病症 ノ重サテ測 リ得ル

モノトナシ、又、柴田一岡田雨氏等ハ理學的所

見、 「レ」線所見 ノ著明ナルモノ程滴像 ノ陽性度

強 クシテ、且 ツ同一患者二就テ経過テ観察 スル

ニ、症状檜悪 スル トキハ滴像陽性度著明 トナリ

反之、輕快 スル トキハ陽性度 テ低下 シ病症 ノ輕

重 二比例 スルモノナ リトナシ、壇殖型 力硬化型

力將又滲出型 カノ病理解剖學上 ノ分類 トノ關係

二就 テハ實験例少激ナルテ以 テ結論 セズ ト唱ヘ

タリ。高垣氏ハ病症 ノ程度 テ重症、輕症、中等

症等 二嘔分 シ、之 ト滴像 トノ關係 テ観察 シ、輕

症、58例 二封 シテ陰性12例 、疑反磨14例 、陽

性32例(輕 度陽性25例 、中等度陽性6例 、強

度陽性1例)ラ 得、又中等症ニアリテハ、52例

中、陰性2例 、陽性46例(弱 度陽性12例 、 中

等度陽性32例 、強度陽性2例)ナ リト云 ヒ重症

者40例 二封 シ、陰性、疑反磨、弱度陽性1例

モナク、中等度陽性8例 、強度陽性32例 ナ リ

ト報告 セリ。

又病型 テ「レ」線像 ニヨリ各病症毎二之テ、肺尖

結核、早期浸潤、檜殖型、滲出型、混合型小病

寵散在型 二分チ観察 セル結果、各病型 テ通 シテ

重症 ニハ滴像陰姓 ノモノ無 ク張度陽性最 モ多

久 中等度之二亜 ギ、斯 クシテ概 シテ早期浸潤

肺尖結核、檜殖型 ニシテ慢性症 ノ滴像 ハ、其陽

性度低キカ或ハ陰性テ呈スルモノアレドモ、滲

出型、小病竈散在型 ニシテ急性症ハ前者 二比 シ

テ滴像陽性度著明ナリトセリ。

余 ノ實験ニアリテハ病型ソ分類 二於テ、柴田

高垣氏等 ト多少其 ノ趣 テ異 一シ直チニ以テ比較

考 究 スル ラ得 ズ ト錐 モ病 型 ニ ア リテ ハ、 滲 出型

二陽性 最 モ高 ク、 混 合 型 之 二亜 ギ、 檜殖 型 ハ最

モ低 久 又 病 症 程 度 ニ テ モ輕 症 ヨ リ重 症 ヘ ト順

テ追 ヒテ滴 像 陽 性 率 テ増 加 スル テ以 テ、 滴像 所

見 テ以 テ肺 結 核 ノ病 型 、 症 状 ノ輕 重 テ ト知 スル

ニ足 ル診 断 法 ナ リ ト信 ズ。

以 上 余 ノ實 瞼 成 績 テ、 赤 沈 反 慮 、 血 液 像 、 病 型

及 ピ病 症 、 胸 部 「レ」線 所 見 テ以 テ、 原 法 及 ビ勝

沼 法 トラ比 較 スル ニ、 毎 常 、勝 沼 法 二於 テ其 陽

性 稽 ヒ高 カ シ、 是 ガ因 テ來 ル原 因 ニ ツ イ テハ詳

ナ ラズ 今後 ノ研 究 二侯 タザ レバ 結 論 シ難 シ。 然

レ ドモ勝 沼 氏 ノ説 二從 ヘ バ、 原 法 試 験 紙 ハ本邦

夏 季 二於 ケル 高 氣 温 、 氣 灘 ノ影 響 テ受 ケ陽性 出

現 率 テ減 ズ ル モ ノナ リ ト シ、 之 二反 シテ同氏 創

案 二成 ル血 液 滴 映 像 試 験 紙 ニ ア リテ ハ斯 ル鋏 貼

テ ナ シ トセ リ、 之 レ余 ガ雨 法 比 較 研 究 シタル理

由 ノーサ リ。

抑 々滴 像 二封 スル外 氣 温 ノ影 響 二關 シテへ

本 郷 一 長 嶋 氏 及 ビ本 郷 一 長 嶋 一 伊 東 ノ諸 氏 ハ季

節 的差 異 ア ル コ トテ報 ジ タ リ。 帥 チ高温 時 二陰

性 ナ リ シモ ノガ寒 氣 ノ加 ハル ヤ陽 性 二轄 化 セル

症 例 テ基 ゲ來 リテ、 夏 季 二於 テハ 滴像 ハ診 断 的

贋 値 殆 ド零 ナ リ トセ リ、又 高垣 氏 ・・4.0-12.0。C

14.5-20.OoC.30.0-35.OoCノ 各 氣 温 中 二 於

テ、 實 験 テ行 ヒ、 滴 像 成 績 ハ温 度 ノ差 異 ノ ミニ

テ非 常 ナ ル懸 隔 アル テ以 テ温 度 ラ度 外 覗 シテ、

滴 像 成 績 テ論 ズ ル能 ハ ズ トナ セ リ。

漁 度 ノ影 響 二關 シテ ハ、 伊 東 一 本郷 、 高 垣 諸 氏

ノ實 験 ア リ、 何 レモ滴 像 所 見 二影 響 ナ シ トセ ラ

ル。 余 ノ實験 例 ニ ア リ テハ氣 漁 二關 シテ之 テ考

慮 セズ、 外 氣 温 二封 シ テ モ特 別 ノ装 置 テ セザ レ

バ氣 温 ノ影 響 タ ル ヤ必 然 ナ ル ベ シ。 而 シテ余 ノ

成 績 テ観 ル ニ外 氣 温20。Cテ 超 ユル ヤ、 原 法 ニ

ア リテ ハ 陽性 度 テ減 ジ、 勝 沼 法 二於 テハ、 高 温

度 ニ モ拘 ハ ラズ、 陽 性 出 現 シタ ル コ トハ事 實 ナ

リ、 果 シテ勝 沼 法 ハ、 外 氣 温 ノ影 響 テ受 ケザ リ

シモ ノナ リヤ否 ヤ ニ關 シテノ・、 條 件 テ異 ニ セル

今 後 ノ 績 行 成 績 一 倹 ツ ベ キ モ ノナ ラ ム モ、 今

同 ノ余 ノ實験 例 二於 テ ハ勝 沼 法 ハ原 法 二比 シテ
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.比較的高氣温 ノ影響少 ク夏季 ノ検査ニモ適合 ス ル モ ノ ・如 シ。

第六章 結 論

余 ハ病 型 及 ビ病 症 輕 重 其 程 度 二各 々異 一 セル結

核 患 者64例 テ選 定 シ、 之 二封 照 ト シテ所 謂 健

康 者4例 、 肋 膜 炎患 者2例 、 合 計70例 二封 シ

テF.Myer.W.Bierast,V.Schilling氏 等 ノ

Guttadiaphot試 験 紙 及 ビ新 タニ勝 沼 教 授 ノ考

案 セル血 液 滴 映 像 試 験 紙 トテ併 用 シ、 肺 結 核 血

液滴 像 二就 テ彼 此 比 較 考 究 シ、 更 二胸 部 理 學 的

所 見、 胸 部 「レ」線 像 、赤 血球 沈 降 反 慮 、 白血 球

像、 特 二中 性 嗜 好 細 胞 ノ核 左 方 移動 、N:L係

撒等 トノ關 係 ラ比 較 検 討 シテ次 ノ 結 論 テ 得 タ

リ。

1.肺 結 核 患 者 ノ血 液 滴 像 ハ原 法 及 ピ勝 沼 法 一

テハ梢 ≧差 異 ラ認 ムル ト難 モ、 大 牛 陽 性 テ示 ス

モ ノナ リ、 即 チ原 法85.92%二 封 シテ、 勝 沼 法

93.75%一 シテ勝 沼法 ハ原 法 二比 シ陽 性 出現 頻

度 僅 カニ多 シ。

2.血 液 滴 像 成 績 ハ赤 沈 反 慮 二略 ヒ拉 行 シ、 肺

結核 診 断 上 、 赤 沈 反 慮 ト同 ジ ク補 助 診 断 的 慣 値

アル モ ノ ナ リ、 而 シテ余 ノ實 験 例 ニ ア リテハ原

法 二比 シ勝 沼 法 二於 テ ヨ リ良 ク赤 沈 反 慮 トー 致

スル テ認 メ タ リ0

3.原 法 血 液 滴 像 ハ外 氣 温 ノ影 響 テ受 ケル モ ノ

ラ シ ク悔 常20。Cテ 超 ヘ タル實 験 例 二於 テ ハ勝

沼法 二比 シ陽 性 出現 程 度 テ減 少 スル モ、 勝 沼 法

ニア リテハ本 邦 夏 季 氣 温 ノ影 響 テ受 ケル コ ト少

ナ シ。

4.血 液 滴 像 ハ中 性 嗜 好 細 胞 ノ檜 加 、 淋 巴球 ノ

減少 二比 例 シテ陽 性 出現 度 テ増 加 ス、 勝 沼 法 二

於 テ著 明 ナ リ。

5.血 液滴像ハArneth氏 核左方移動 二拉行 シ

陽性出現度 テ檜加 ス。

6.血 液滴像ハN:L係 激 ノ上昇二件 ヒ逐次陽

・1生度 テ重曾カロス。

7.血 液滴像 ト肺結核 ノ病型 トノ關係 テ観 ル

ニ、雨法必 シモー致 セズ ト錐 モ、滲出型最モ高

ク、原法及 ビ勝沼法共 二100%一 シテ混合型之

二亜ギ原法93.33%二 封 シテ勝沼法100%、 増

殖型ハ最モ低 久 原法66.66%、 勝沼法80%ナ

リ、之ニイ乃テ血液滴像 ハ肺結核病型 トモ略 ヒー

致 ス。

8.血 液滴像法ハ肺結核病症 ノ輕重 ト略 ≧拉行

スルモノナ リ。即チ病症重症 ニナルニ件 ヒ陽性

度 テ遍増 スルテ認 ム。

9.血 液滴像ノ・雨法多少 ノ成績異同テ免 レザル

モ、肺結核補助的診断法 トシテ債値 アルモノト

認 ム。

10.余 ノ實験例 二於 テハ勝沼法ハ原法二比較 シ

テ其他 ノ各所見 トー致拉行 スルラ認 メ、且 ツ債

格モ亦低廉 ナルテ以テー般臨躰上推奨 スルニ足

ラン。

本論文ノ要旨・・其一部 テ昭和10年7月18日 、

陸軍軍騎分團新褒田研究會 ノ席上登表 セリ。

稿 テ終ルニ臨 ミ、校閲テ賜 ハ リタル衛生課長石

橋衛博士二深甚 ノ謝意テ表 シ、本研究 テ許可、

鞭燵 サレシ井出前衛生課長及 ビ種々助力 テセラ

レタル、本所囑託、 日本轡科大墨行徳内科教室

大村秀三郎學士二感謝 ノ意 テ表 ス。

1昭和11年12月20日 脱稿)
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